
















Jun HIRAKAWA  




 In many cases of large-scale wooden public building projects, insufficient planning of timber 
supply processes caused confusions in the construction management. 
In order to promote the use of local wood in public buildings, the management processes 
of eight accomplished projects were analyzed based on interview.The analysis revealed three 
important factors, ownership form of forest , drying method, and delivery system. These can be 
considered decision making factors for the construction schedule including timber supply plan. 
These results provide practical information for improving of construction management 
processes using local wood. 
























































































































































調査対象事例 事例1（B幼稚園） 事例2（M中学校） 事例3（I小学校） 事例4（A小学校） 事例5（S庁舎） 事例6（C幼稚園） 事例7（I保育園） 事例8（T保育園・幼稚園）
所在地 福島県会津坂下町 　栃木県茂木町 福井県南越前町 　栃木県鹿沼市 岩手県住田町 埼玉県杉戸町 埼玉県杉戸町 埼玉県杉戸町
建物種別 園舎 校舎・屋体 校舎・屋体 校舎・屋体 庁舎 園舎 園舎 園舎
竣工年 2013.3 2009.1 2006.12 2014.2 2014.7 2011.3 2012.2 2016.3















木造 木造 木造 木造




スギ/ヒノキ スギ/カラマツ スギ/ヒノキ/カラマツ スギ/ヒノキ スギ/ヒノキ
加工方法
（構造材）
製材 製材 集成材・製材 製材・集成材 製材・集成材 製材・集成材 集成材 製材
製材地 町内・県内 町内 町内・県外 市内 町内・県外 県内 県内 県内
主要な木材産地 町有林・私有林 町有林 町有林・私有林 区有林・私有林 町有林・私有林 県内 県内 県内















JAS 規格 JAS 規格









710.7(構造材） 68.29 387 600

















使用木材量（ｍ3） 486 2166 683（校舎）394(屋体) 1406 710.7(構造材） 68.29 387 600
単価（千）/㎡ 242 241 277 262 433 210 250 350
事業期間(設計～施工） 22ヶ月 37ヶ月 37ヶ月 44ヶ月 21ヶ月 16ヶ月 23ヶ月 25ヶ月
表 2 事業マネジメント事例の概要 

















































 表 3 各段階の課題に対する対応手法 































































































































































































表 6 活用対象森林の利用部位検討 





















は図 1 の通りである。 
 
 











































































 これを行った事例が、事例 2、4 である。事例 2 は、基












































































て木材供給を行っている。事例 4 は 2 段階伐採を行い、
設計者選定直後に 1 次伐採（事前調達①）で、必要量の
半分である 1125m3 を、一般的な流通材長さである 4m 材
として伐採した。実施設計完了１ヶ月前に 2 次伐採（事
前調達②）を行い、設計数量に基づき、最大寸法 7m に合
わせて、1 次分で不足した残りの 1000m3 を伐採した。ま




















伐採を行った。そのため、1 次伐採は 3 ヶ月となった。  




それを受け 6 ヶ月となった。 
b）乾燥手法と乾燥期間 
乾燥手法は、大きく人工乾燥と天然乾燥に分かれ、前






例 5 は人工乾燥を活用した例であるが 4 ヶ月の差がある。 
人工乾燥を行った木材量は、事例 1 が約 64 ㎥で、事例











材・角材は 17 ヶ月、板材は 5.5 ヶ月である 
 













































②伐採時期は 10 月～3 月 
多くの地域では、木が成長を止める秋～冬（10 月～3
月頃）にかけて、木材の伐採を行う（図 3）。建材製品











図 2 事例の事業スケジュール 
9 10 11 12 1 2 3 4
伐採
月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
事例 事業年度
連携体制構築 伐採 製材 乾燥
1 1






















二次伐採 製材 　 品質評価
中温人工乾燥 中温人工乾燥
加工・施工































































































り、表 10 ようになっていた。 























図 5 設計施工一括発注と材工一括発注 
 
② 設計施工一括発注と材工一括発注 
 図 5において、延床面積 1000㎡～3000㎡未満の事例 5、
8 を比較する。延床面積を比較すると 2883 ㎡と 2169 ㎡
となっており、事例 5 の方が大きい。しかし、事業期間







図 5 より、分離発注＋天然乾燥の事例 2、3、4 を見る
と、事例 4 は他に比べ延床面積は 1500 ㎡程度小さいが、
事業期間は最長となっている。この原因を明らかにする








図 6 施工準備期間・設計施工期間・事業期間 
 
② 事前調達②の時期と着工準備期間 
 「図 2 事例の事業スケジュール」の二次伐採時期を比
較すると、事例 2 は実施設計終了の 5 ヶ月前に行い、事





























表 11 重要３手法の組み合わせ 






























表 12 想定期間 
段階 想定期間 段階 想定期間























































究」、 第 31 回建築生産シンポジウム、2015 年 
3）樋口貴彦、浦江真人：「地域材を活用した学校施設建
設における木材調達手法に関する研究」、 第 28 回






























設計者選定 基本設計 実施設計 施工者選定 加工・施工
1年目 2年目 3年目1年目
パターン1
（市町村有林材
＋材工分離発注
＋人工乾燥）
A
B
C
